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増殖中心で過剰発現している）
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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

Cyclin D 蛋白は細胞周期を制御する重要なタンパク質であり cyclin D1、cyclin D2 及び cyclin

D3 の 3 種類が知られている。Cyclin D1 がマントル細胞リンパ腫において過剰発現していること

はよく知られているが、cyclin D2 及び cyclin D3 に関しては特定のリンパ腫において特異性が

低いとされていた。今回我々は、慢性リンパ性白血病/小細胞性リンパ腫のリンパ組織での cyclin

D2 及び cyclin D3 の発現パターンを免疫組織化学を用いて検討し、検索した全 19 症例の増殖中

心において cyclin D2 が過剰発現していることを発見した。さらに、NF-kB,p15,p16,p18 及び p27

の発現パターンを調べ、増殖中心においては p27 の発現は抑制されている一方で NF-kB 及び p15

の発現が亢進していることを明らかにした。これらの結果より、慢性リンパ性白血病/小細胞性リ

ンパ腫においては cyclin D2 の発現を制御するシグナル経路のうち NF-kB 経路が cyclin D2 の過

剰発現に関わっていることが確認されたが、その他の分子制御機構の存在も同時に示唆された。




